
会会場場××オンラインオンライン同時開催同時開催

近況報告・研究報告

11月18日
令和8年

13：30～17：00
むつグランドホテル
参加費無料／事前申込制（先着順）

「災害と情報～青森を襲う千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震に備える、北海道・三陸沖後発地震注意情報を活かす～」
東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター長・教授　　関谷　直也
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「風向風速観測機の実用化に向けての研究　中間報告」　　青森県立むつ工業高等学校　チーム「AEgir（エーギル）」
３年機械科　石田 慎 ・ 木村 粋音 ・ 橋本 咲人
３年電気科　有南 柊佑 ・ 工藤 有斗 ・ 小松 龍空 ・ 舘 快史 ・ 山田 連太郎
３年設備・エネルギー科　小川 空柊 ・ 片川 我生　
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　「第 22回むつ海洋・環境科学シンポジウム」 事務局
 　（公財）環境科学技術研究所 共創センター　TEL ： 0175-71-1240　E-mail ： sympo2026@ies.or.jp

会場参加（定員 180 名）  オンライン参加（定員 80 名） 　事前申込制・参加費無料
※ 定員に達した場合は締め切らせていただきますが、当日会場内に余裕がある場合は参加可能です。

■ 電話または E-mail にて以下をお知らせください。
　　参加方法（会場参加、またはオンライン参加）、氏名、所属、電話番号、E-mail アドレス
■ 詳しくは、専用ホームページをご覧ください。　[専用ホームページ]  https://www.ies.or.jp/

詳細はこちら参加方法

申込方法

申込・問合せ

主催　公益財団法人環境科学技術研究所、　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構  青森研究開発センター、
　　　国立研究開発法人海洋研究開発機構  むつ研究所、　公益財団法人日本海洋科学振興財団  むつ海洋研究所、　　
　　　青森県下北地域連携事務所 、　むつ市

研究発表

特別講演

■ 海産魚類におけるヨウ素の取込みについて
環境科学技術研究所　　　　　角田　英之　・　今井　祥子

■ 化学輸送モデルで理解する大気中のヨウ素１２９の動きとその収支 
日本原子力研究開発機構　　　岸本　克己　・　門脇　正尚

■ 北極域研究船「みらいⅡ」とこれからの北極海観測
海洋研究開発機構　　　　　　佐々木　建一　・　菊地　隆

　
■ 下北半島周辺海域の海況について

日本海洋科学振興財団　　　　寺沢　計二　・　中山　智治
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